
継続する闘い ～各方面の教育問題に目を向けて～ 

「日の丸・君が代」強制に反対し子どもと教育を守る会：近藤順一 

 私たちは、八王子市の中学校教員の時「日の丸・君が代」強制に抗して不起立・

不斉唱を敢行し、戒告・減給・停職の懲戒処分を受けた者です。2011・2013 の最高

裁判決によって、戒告是認の不当判決（減給・停職は取消）を受けました。 

 不当判決が確定した後も、八王子の仲間とともに各方面で取り組みを進めていま

す。《八王子元教師の会》を組織しミニコミ紙【ポコ・ア・ポコ】を発行しています。 

 

   教え子を再び戦場に送

らない （小木美智子・加藤千音・川崎寿江・瀬尾昭子・松井保子・山下訓弘・山口洋子） 



まだまだ続く、《実教出版高校日本史Ａ》「一部の自治体で 

公務員への強制の動きがある。」裁判 

川崎市教委に飛び火した“「日の丸・君が代」強制かくし”。 

 経過（経過整理：近藤）： 

①川崎市立高校から『実教出版高校日本史Ａ』の採択要請 

②2014 年 8 月 17 日・30 日の川崎市教委会議で不採択決定 

 ＊この市教委会議では、中本賢教育委員が長時間発言。（傍聴

者より） 

③有志が会議の録音テープの公文書開示請求。 

④川崎市教委は、情報公開・個人情報保護審査会に諮問。 

➄審査会は、音声データは「公文書」に該当するがすでに不存在

であるので開示請求拒否すべき。 

⑥開示請求者は、2016 年 12 月 22 日川崎市を被告として国賠・

慰謝料請求で提訴。 

⑦市教委は、調査のうえ、提訴後、録音テープの存在を確認した

が、担当課長はそれを廃棄処分したと発言。 

⑧2019．４．２５、横浜地裁川崎支部で市教委担当課長と原告２

人の証人尋問が行われた。課長は、テープは《補助データ》とし

て廃棄したこと、さらに、ＵＳＢに移していたものまで廃棄した

ことを認め、自らの過失を認めた。 

⑨次回最終審理は７月１１日。結審予定。 
 


